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原子力発電所の廃止措置では，廃液等で汚染した建屋コンクリートの除染のため，汚染範囲，浸透深さを特

定する必要がある。木下ら[1]は，汚染物質が液相と固相に溶解と吸着を繰り返しながら浸透することに着目

し，福島第一原子力発電所のような短期間の接液を想定したコンクリートへの浸透モデルを構築した。本研

究では，木下らの浸透モデルの長期間の接液による汚染浸透への適用性を検討した。 
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1. 緒言 建屋コンクリートへの汚染の浸透深さを特定するにはコアボーリングにより採取したサンプルを分

析する必要がある。汚染が広範囲にわたる場合は膨大な量のサンプル採取・分析が必要となるが，汚染の浸

透深さを予測することができれば効率的に廃止措置を進めることができる。木下らの浸透モデルは福島第一

原子力発電所汚染コンクリートなどの短期間の接液を想定したものであるが，原子力発電所の廃止措置では

長期間の接液による浸透汚染も存在する。約 40 年間使用された東海発電所使用済燃料冷却池ではコンクリ

ートに 60Co や 137Cs が浸透し，図 1 に示すような汚染深度分布がコアボーリングにより得られている。木下

らの浸透モデルには実測値から得られるパラメータが必要不可欠であり，本研究では，使用済燃料冷却池で

の実測値を基にパラメータを決定し，浸透モデルの適用性を検討した。 

2. 汚染浸透推定方法 木下らの浸透モデルは，式(1)に示すように浸透面からの深さ d の関数で表される。 
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ここで，A(d)は深さ d における目的核種の放射能濃度，dtheoは理論段数 1 段分の厚さ，εはコンクリートの空

隙率，Kdは分配係数を示す。浸透モデルのパラメータのうち Kdおよび εは表 1 のように設定し，dtheoは図 1

の汚染深度分布を対数線形回帰によりフィッティングして求めた。コンクリート表面（d=0）における放射

能濃度 A(0)は，次稿(2)に示すようにガンマカメラ測定と PHITS による解析を併用して算定した。 

 

 
図 1 東海発電所の汚染深度分布（冷却池壁面） 

表1 浸透モデルのパラメータの設定 

パラメータ Co-60 Cs-137 

Kd (0.7～1.7)×104 2.2～4.4 

ε 0.1～0.2 同左 

dtheo [mm2] (0.28～2.3)×105 (0.20～1.8)×102 

Kd：バッチ試験により測定した 

ε：一般的なコンクリートの空隙率から設定した 

dtheo：図1の汚染深度分布から推定した 
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